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アプリケーションノート by ElektoAutomatik GmBH

ハイパワーテスト環境構築への挑戦 – 拡張性に優れた回生型直流電子負荷

今日、新しいパワーエレクトロニクス製品の開発現場において、エンジニアはそのハイパワーなテス

ト環境を構築するために、どのように高出力の環境を準備しつつ実験室の消費電力を抑えるかという

課題に直面します。例えば太陽光発電に関連する製品では、1000V の定格電圧で数 kW～数十 kW の

電力レンジを必要とします。また、自動車やバッテリーの分野では350V～1500Vの定格電圧で数kW

～数百 kW の電力レンジを必要とします。 

EA-Elektro Automatik 社は既存製品の ELR 9000 3U シリーズをベースとする新製品のプログラマブ

ル直流電子負荷 ELR 9000 3U HP シリーズをリリースしました。EA 社は最も高い電力密度（ELR

9000 3U に比べて 43％アップ）と高回生効率を提供する、マーケットにおけるパイオニアです。 

• ELR 9000 3U HP の主な特長

o 3U サイズの 1 ユニットで最大 15kW。並列動作でより大電力へ拡張可能。

o 1 台で高電圧に対応：～1500V

o 1 台で大電流に対応：～510A

o 高い回生効率：最大 95%

o 様々な任意波形に対応した内蔵ファンクションジェネレータ

• ELR 9000 3U HP 電力回生機能

回生型電子負荷の動作方法は以下図 1 をご参照ください。

試験対象は約 3kWのバッテリーセルと仮定する。 図 2の

ように、the DC 電力は DC-DC コンバータに入力され、

次の段階で使えるよう調整します。最後にインバータで

DC を最適な AC 電力に変換します。適切に変換される

と、その AC 電力はローカル環境の電圧と周波数に適合

し、再利用することが可能です。この時点で、回収され

たエネルギーは工場グリッドに返され、工場内の機器や

ユーザーによって利用されます（社内グリッドリカバリ

ー）。 

図 1: 電力回生の原理 

3U サイズで最大 15kW 
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図 2: 電力変換プロセス 

回生電力が工場内グリッドで消費される電力より大きい場

合、公共の電力網経由で工場外の近くのユーザーにより消費

されます。また、工場が公共電力網に接続されていないこと

もあります。たとえば、負荷が燃料電池のテスト対象デバイ

スとして使用されている場合などです。このような場合、

ELR 9000 シリーズの負荷で回収した電力は、工場グリッド

内での消費に制限します。さらに、使用状況によっては数年

以内にその導入コストを回収できる可能性があります。 

図 3: 研究室からの電力リカバリー 

• 電力拡張

ハイパワーなテスト環境を構築する場合は、ラック

システムとしてハイパワー電子負荷システムを構築

できます。 

図 4: ラックシステム 
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並列接続で容量拡張可能 
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• 回生効率の例

矩形波の負荷パターンを用いることで回生効率を検証できます。

Off State: 5.5V On State: 300V 

図 5: 回生効率検証の例 

• 回生効率の計算

Off State 

On State 

Current (A) 

On State 

図 6: テストパターン 

回生効率の計算 
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• ELR 9000 3U / ELR 9000 3U HP 回生式プログラマブル直流電子負荷

ELR 9000 3U ELR 9000 3U HP 

電力 3.5kW 7kW 10.5kW 5kW 10kW 15kW 

電圧 電流 

80V 170A 340A 510A 170A 340A 510A 

200V 70A 140A 210A 

250V 70A 140A 210A 

360V 40A 80A 120A 

500V 30A 60A 90A 60A 90A 

750V 22A 44A 66A 22A 44A 66A 

1000V 30A 40A 

1500V 30A 30A 

※詳細な製品情報は以下ホームページをご参照ください。

https://www.toyo.co.jp/material/products/detail/psb.html

【お問合せ先】

株式会社東陽テクニカ 理化学計測部 電源担当 psst@toyo.co.jp

〒103-8284 東京都中央区八重洲 1-1-6 TEL：03-3279-0771

〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄2-3-1（名古屋広小路ビルヂング）TEL：052-253-6271

〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 1-6-1（新大阪ブリックビル） TEL：06-6399-9771

〒321-0953 栃木県宇都宮市東宿郷2-4-3（宇都宮大塚ビル）　　　 TEL：028-678-9117
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